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 課題分析 授業改善策 

国

語 

３学年ともに多くの生徒が授業の準備をきちん

と済ませたうえで主体的に学習に取り組むことが

できている。導入時にスライドを用いて好奇心を高

める工夫や、毎時間主体的に考えるための話し合い

を取り入れることが効果的であったことが考えら

れ。るその一方で、日常生活との結び付けが十分に

行えていない現状が課題として挙げられる。 

日常生活に留まらず、他教科での学習との結び付け

を意識させる工夫として、教科横断的な考え方を取

り入れていきたい。また、授業の中で他教科の視点

を踏まえたうえで解決する課題を設定したり、どの

ような場面で活用できたのかを想起させる機会を

設けたりする。 

社

会 

多数の生徒が授業に対して意欲的であった。その

理由として、①身近な題材を使った導入の工夫・②

動画などの視聴覚教材の活用・③スライドやパワー

ポイントを用いた授業であることが考えられる。 

一方で、学習内容を生徒同士が伝え合い、学んだ

ことを深めていくために、意見交換をする時間と場

面の確保、生徒に配布したタブレットの効果的な使

用方法の検討などが課題である。 

従来の話し合い活動や、自分の考えをまとめる時

間と場面の機会を大切にしていく。またその際、意

見交流しやすい机の配置等も検討していく。 

また、でタブレットの活用も進めていくために、

意見交流を活性化するための Google アプリが数種

類あるため、授業内の場面ごとに、教育効果がより

高いアプリを選択し、更に意欲を高めていく。 

数

学 

その１時間で、何を学ぶかを授業の始めにつか

み、多くの生徒が授業に臨んでいる。一方で、習っ

た知識や技能を普段の生活に活用したり、日常生活

との関連を見いだし有用性を感じたりすることに

ついては課題がある。 

授業の導入やまとめで学習内容と日常生活との

関わりについて伝え、具体例を紹介する。そして、

学習内容が実生活に結びついていることを感じさ

せ、数学の意義を生徒自身が見いだせるよう授業の

組み立てを工夫する。 

理

科 

多くの生徒が授業の内容について興味・関心を

もち、意欲的に学習することができている。一方

で、学習内容と日常生活との関連性を見いだし、

学習を主体的に深めていくことに対して課題があ

る。 

導入やまとめで、学習内容が身のまわりにどのよ

うに活用されているかを、具体例を挙げて説明す

る。また、生徒が自分なりに仮説を立て、他者と意

見交換するなどして主体的に考えを深めていける

ように、授業の展開や説明のしかた、時間配分を工

夫する。 

音

楽 

毎授業で「本時の目標」「本時のゴール」を明記し、

学習内容を理解させてから取り組ませたことによ

って多くの生徒が意欲的に学習することができて

いる。また、タブレットの活用も生徒の主体的な学

びにつながっていると感じている。一方で授業中の

挙手発言や授業内容と生活の結びつきについては

課題が見られた。 

 

①授業内で挙手・発言をする場面を増やし、積極的

発言を促すようにする。 

②全体共有、グループなど学習形態の工夫をして、

発言しやすい雰囲気を作る。 

③授業内容と生活の結び付きに関連ができそうな

単元についてはまとめの部分などで取り上げて学

習させる。 

美

術 

多くの生徒が、素直に、意欲的に制作に取り組ん

でいる様子が見られた。ただ、分からないことを自

ら進んで解決しようとする姿勢や、表現として発展

させようとする姿勢はまだ弱いと感じる。 

ただ制作するだけにとどまらず、授業で説明のあ

った技術的な知識を生かし、表現につなげられるよ

うな指導を心がける。そのためには、個別指導での

的確なアドバイスと、生徒の参考作品を効果的に紹

介できるよう工夫する。 



保

健

体

育 

・授業規律、授業に意欲的に取り組む生徒が 

ほとんどである。 

・授業内容を実生活に生かせていないという 

課題が見られた。 

①実生活に生かせるようにする。 

・話し合いの場を増やし「自ら考えた」 

経験を増やす。 

・実生活と結びつけたワードを多用し、 

他教科との関連を図る。 

②提示する資料の工夫 

・文字やスライドで表示される高さも 

含めて再検討する。 

・学習カードの課題提示を授業内容と 

関連付けたものにしていく。 

技

術

家

庭 

〈技術〉 

多くの生徒が授業に対して積極的に参加し、規律

を守って安全に活動をしていた。しかし、授業では、

「積極的な発言」や「興味や関心をもち、考える」

ということについて実践する場面が少ない。 

〈家庭〉 

１人１人が頑張って授業に取り組もうという姿

が多く見られた。だが、ポイントの所をメモするな

どの頑張りは見ることがあまりできなかった。集中

して聞いていないことが多く、頭に入っていない。 

〈技術〉 

授業では丁寧に説明しようとして、説明の時間が

長くなってしまった。もっと説明を簡潔にし、考え

る場面や発言できる場面を設けていきたい。そのた

めに生徒用のタブレットを活用し、個人の意見を出

せるような工夫を図りたい。 

〈家庭〉 

身近に感じてもらうため、実際に家庭で起こるシ

チュエーションを写真や動画を見せながら行うこ

とで、生徒がイメージをもてやすくする。 

外

国

語 

授業や家庭学習に意欲的な生徒が多くみられる。

小テスト、音読、スピーキング、コミュニカティブ

な活動などに意欲的に取り組んでいる。 

一方、普段の生活に活用することに課題がある。

また、即興的なやりとり、発表、テーマに沿って意

見を述べることは、容易ではないと感じている生徒

が多い。 

意欲的に取り組んでいる活動は、興味が持続でき

るよう変化をつけて継続する。 

実際に普段の生活に役に立つ情報を提供し、生徒

が関心をもてるテーマを取り上げる。   

様々なテーマで、モデルとなる英文やスモールト

ーク、ALT と JET の対話などで提示して、生徒自身

が話す内容を考えたり、話し合ったりさせて支援す

る。 

 


